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学生と肩をならべて本について考える
-Let’SRead Projectはじまるー―
石谷エリ子
●「 図書 館 のお 金 で本 を買 い に行こ う！」
  これまで公共図書館や地域と結ぷさまざまな活
動に取り組んできたが，もっとも身近な学生と図
書館のかかわりをもっと濃密にしたい，という思
いから，「本を読むということ，その醍醐味をほ
かの誰かと分かち合うということ，図書館という
空間をまるごと味わうということ―一そんな，ちょつ
とぜいたくでステキなことが身近となるように，
図書館は学生のみなさんと協カし，本にまっわる
さまざまなイベントや活動を企画・実行するプロ
ジェクトを発足します」と呼びかけた。それにこ
たえて10名ほどの学生が集まったのが，2008年7
月。これ が，和光大学のLet’sRead Project
(LRP)のはじまりである。
  「読書運動」といっても，学生にはわかりづら
いだろう，ということで，プロジェクトの企画第
一弾を「選書ソアー」とし，題して「お気に入り
の本棚を図書館にっくろう！」。館長を中心に先
生方のサポートもあり，1年生から3年生まで男
女半々，一見おとなしそうに見えて，なかなかに
個性的なメンバーが集結した。
  正直なところ，こんなに集まってくれるとは思つ
ていなかったので，ドキドキした。これまでカウ
ンターを通して，あるいは講習会という限られた
場でしか学生と接してこなかったわれわれスタッ
フにとって，厂目からウロコ」のめくるめく初体
験がここからはじまったのだった。
  まず，2回のランチっきミーティングで見えて
きたのは，「選書ツアー，絶対うまくいく！」と
いう手ごたえ。自己紹介がわりの「どんな本を買
いたいか」では，予想を見事に裏切る「多様なジャ
ンル」が飛び出した。「忍者」「武術・武具」「ア
フリカ」「妖怪」「海外のSF」「写真集」「ポピュ
ラ一音楽」「ファンタジー」「文庫本」などなど。
もともと近年学生のりクェストが減ってきており，
潜在要求を知りたい，という目的もあったので，
思わずひざを打つ。そして8月，2回の選書ツアー
を実施。今回は紀伊國屋書店新宿南店にお世話に
なった。雑誌・まんが・高額本（5万円以上）を
はずし，文庫本5冊・単行本10冊まで，という条
件で各自物色。付き添ったスタッフも店内をめぐ
り，相談に乗ったりして1時間半ほどで選書終了。
しかしこれでお開き，ではなく，ここからがメン
バーのパヮー全開の「おすすめプレゼン」。店内
のバックヤードを借用（占拠？）して，立ちっぱ
なし2時間にわたって熱く語る，語る。こうして
「 合 議 」 に よっ て 選ば れ たの は全 150冊。
●「お気に入りの本棚づくり」
  「本棚づくり」の作業を進めるために事務室を
入ってすぐのスタッフの選書コーナーを「部室」
として提供し，飲食も可能とした。連絡用のML
も開通し，部室には「連絡/－ト」や文房具や
PCも用意された。図書館内に学生サークルが誕
生した瞬間！
  宣伝活動に必須の専用口ゴも，得意なメンバー
の手によりあっという間に完成。ミーティングで
は，「読者とっながるための感想カードをはさも
う亅「作ったPOPやブックカバーは貸出時には
外して保管してもらおう」「作業はできるだけ自
分たちでやろう」「週当番を決めて棚出し＆ディ
スプレイしよう亅などなど，細かなところまで学
生自身が話し合って決めていった。
▲LRP専用口ゴ  ▲「お気に入りの本棚」を準備する様子
●「他大学の活動とっながる」
  同時進行で，「読書運動」の先輩であるフェリ
ス女学院大学の「読書運動プロジェクト」との交
流企画が進んでいった。なかば押しかけるように
和光大学のスタッフがフェリスにお邪魔し，経験
談を拝聴したあと館内見学までさせていただき，
そのうえ「トークライブのイベント」に強引にお
誘いしてしまったのだ。日程調整が難しいかな……
と案じている間もなく，快諾いただいたときは歓
声をあげてしまった。
  「フェリス女学院の学生さんが和光にきてくれ
る！？」学生メンバーは異様な興奮状態に。が，
それと同時に不安がむくむくとわきあがる。「大
丈 夫 な の か ？ 」 「 で き る わ け な い ！ 」 。
  そんななかでも棚の準備はなんとか進行し，11
月10日（創立記念日）LRPによる厂お気に入りの
本棚」が公開された。大学のHPでも紹介され，
貸出も順調にスタート。学生メンバ―も少し自信
がわいたようだ。
  そして迎えた12月6日。題して「トークライブ
きっかけは一冊の本」。第一部はフェリスの三田
村館長と本学の津野前館長・松村館長によるトー
クライブ「学生と読書2008」。第二部は，フリー
トーク「フェリスの経験，和光の挑戦」。学生同
士の経験交流がメインの第二部にはフェリスと和
光から各6名の学生が参加。フェリスのみなさん
は日ごろから「読書運動プロジェクト」の活動を
とおして，人前でスピーチしたり，朗読したりの
経験も豊富なので，ごく自然体でのぞんでおられ
たが，和光生は緊張度がマックスに達していた
（と思う）。しかし，終了後の交流会は大盛況！お
互いにりラックスして，楽しいおしゃべりの時間
を過ごしていた。
●「学生自身による企画」
  イベントも無事成功をおさめたし，本棚も好評
だし，ということで，なんと館長室を貸し切って
の忘年会も楽しんで，新しい年を迎えた。ぼちぼ
ち「来年度やりたいこと」が話題になりはじめ，
「また本を買いに行きたい」という気持ちも抑え
きれず，まとまったのが「新入生におすすめの本
棚」づくり。今度は紀伊國屋書店新宿本店にお邪
魔して，第二回の選書ツア―を行った。今回は各
自NDCの10区分を参考にジャンルを分担し，事
前に複本調査や書店の在庫調査をしたうえで，ツ
アーにのぞんだ。また都合でツアーに参加できな
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いメンバーは「ブックリスト」で参加した。恒例
となった選書後の「おすすめプレゼン」は予定時
間を大幅に超過し，非常に濃い内容だった（書店
にはご迷惑をおかけしました）。
●「きっかけはー冊の本」
  そして迎えた2009年度。新メンバー勧誘にっい
て話し合い，チラシやポスターのほかに，現メン
バーが多く所属する表現学部の新入生オリェンテー
ション会場にスタッフ（私）だけでなく，学生メ
ンバ－（3名）も同行して，宣伝することに。会
場には先生方も勢ぞろいされているわけで，「ド
キドキ」だったが，格好の「LRPお披露目」の
場になった（と思う）。その効果が表れてか，カウ
ン夕一にはぞくぞく「入部」の申し込みが……。
活動報告集『きっかけは一冊の本』“（新入生全員
に配布）を読んで関心をもってくれた学生も！
  参加形態は非常にゆるやかなので，自称「幽霊
部員」として活動を見守ってくれている学生もお
り，正確な数字ではないが，常時ミーティングに
顔をそろえるのが，だいたい12，3名。そのうち
新入生が4名。6月現在展開中の「新入生歓迎ー
今週の本棚さん」の宣伝ポス夕一やチラシづくり
はその4名が担当した。
●「っぎ，なにやろうか？」
  夏休みに国立国会図書館の見学ツア一，秋にむ
けて「文庫150選」（本棚＆小冊子発行），一般学生
との交流の場，「報告集」発行など目白押し。
  「いまどきの学生は本を読まない」とよく言わ
れるし，確かに貸出冊数の減少はとまらない。で
もメンバーを見ていると，素直に感動する私がい
る。ひとの話をきちんと受け止める（たいがいは）
し，実に楽しそうに本の話をするし，おすすめの
まんがを貸してくれたりもする。切り絵が得意だっ
たり，バンドでドラムをたたいていたり，就活に
大忙しだったり，映画が大好きだったり。ひとり
ひとりに無限の可能性を感じるのだ。「捨てたも
んじゃないですよー，いまどきの学生は！亅と大
きな声で叫びたい。
※トークライブの模様やLRPの活動にっいては小冊子『きっ
  かけは一冊の本』にまとめてあるので，ぜひお読みください
  （当館HPにて公開中）。
    （いしたにえりこ：和光大学附属梅根記念図書・情報館）
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